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〈
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昔
か
ら
「
書
は
人
な
り
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
陳
腐
な
言
葉
か
も
知
れ
ぬ
が
、

結
局
そ
う
で
あ
る
と
、
私
は
思
う
。
書
ば
か
り
で
は
な
い
。
絵
画
も
、
彫
刻
も
、

音
楽
も
、
皆
、
精
神
の
表
現
で
あ
る
。
我
々
は
、
書
に
於
て
、
形
や
線
を
見
る

で
は
な
く
し
て
、
形
や
線
を
通
し
て
、
そ
の
奥
の
作
者
の
精
神
を
見
る
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
精
神
を
見
抜
く
の
で
あ
る（
１
）。

　

井
上
有
一
の
右
文
か
ら
、「
書
の
妙
道
は
、
神し
ん

彩さ
い

を
上
と
為
し
、
形
質
之こ
れ

に

次
ぐ
」（
王
僧
権
『
筆
意
賛
』）
と
、「
深
く
書
を
識し

る
者
は
、惟た

だ
神
彩
を
観
て
、

字
形
を
見
ず
」（
張
懐
瓘
『
文
字
論
』）
を
想
起
し
た
。
有
一
が
い
う
「
作
者
の

精
神
」
は
、
王
や
張
の
い
う
〈
神
彩
〉
で
あ
り
、
表
現
さ
れ
た
「
形
や
線
」
す

な
わ
ち
〈
字
形
〉
や
〈
形
質
〉
を
通
し
て
「
精
神
を
見
抜
く
」
こ
と
こ
そ
が
「
書

を
観
る
（
鑑
賞
）」
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
。
有
一
は
老
子
、
宮
沢
賢
治
、
法

華
経
を
愛
読
し
た
と
い
う
。中
国
の
書
論
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、

ズ
バ
リ
書
の
本
質
を
突
い
て
い
る
。

〈
神
彩
〉（〈
神
采
〉）
は
、〈
神こ
こ
ろ〉

が
外
に
発
し
た
ま
ば
ゆ
い
光
の
こ
と
で
、〈
神
〉

と
だ
い
た
い
同
じ
意
味
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る（
２
）。
唐
代
に
は
、孫
過
庭
『
書
譜
』

の
神
融
筆
暢
・
神
恬
務
閑
・
神
情
懸
隔
、
張
懐
瓘
『
書
断
』
の
風
神
骨
気
の
よ

う
に
四
字
熟
語
化
さ
れ
、「
神
品
」
と
品
第
法
で
最
上
位
化
さ
れ
る
。
竇
蒙
『
述

書
賦
語
例
字
格
』
の
「
神
、
非
意
所
到
、
可
以
識
知
。」
の
よ
う
に
字
義
解
釈

ま
で
行
わ
れ
る
。

　

中
国
の
文
章
論
に
お
け
る
〈
神
〉
の
使
用
範
囲
は
き
わ
め
て
広
く
、
そ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
も
多
岐
に
わ
た
り
複
雑
で
あ
る
。
そ
の
主
な
も
の
に
五
つ
あ
る

と
い
う（
３
）。

　

第
一
は
、
文
学
作
品
や
芸
術
作
品
を
制
作
す
る
と
き
に
湧
く
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
。
神
霊
な
ど
。

　

第
二
は
、
描
写
す
る
対
象
に
内
在
す
る
精
神
や
本
質
。
肉
・
骨
・
神
、
形
・

神
な
ど
。

　

第
三
は
、
制
作
時
の
作
者
の
思
惟
活
動
と
し
て
の
精
神
や
心
。

　

第
四
は
、
作
品
に
内
在
す
る
精
神
的
な
本
質
。
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第
五
は
、
芸
術
作
品
を
制
作
す
る
と
き
に
到
達
す
る
最
高
の
境
地
。

書
に
置
き
換
え
て
観
る
側
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
作
者
が
作
品
を
書
く
前
に
、

「
意
は
筆
の
前
に
在
り
」
の
よ
う
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
湧

い
て
い
る
か
（
第
一
）、
名
品
や
自
然
の
形
や
線
に
内
在
す
る
精
神
や
本
質
と

ど
の
よ
う
に
連
環
さ
せ
て
い
る
か
（
第
二
）、
ど
の
よ
う
に
思
惟
が
は
た
ら
い

て
精
神
や
心
を
表
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
（
第
三
）、
眼
前
の
作
品
の
形
や

線
か
ら
そ
の
精
神
的
本
質
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
（
第
四
）、
ど
の
よ
う
な
到

達
し
た
境
地
・
境
涯
を
も
っ
て
い
る
か
（
第
五
）
を
意
味
す
る
。
さ
す
れ
ば
有

一
が
い
う
「
形
や
線
を
通
し
て
、
そ
の
奥
の
作
者
の
精
神
を
見
抜
く
」
は
、
直

接
的
に
は
第
四
「
作
品
に
内
在
す
る
精
神
的
な
本
質
」
を
見
抜
く
こ
と
を
い
う

で
あ
ろ
う
。

　

お
よ
そ
鑑
賞
は
、
芸
術
作
品
が
も
つ
美
し
さ
、〈
神
〉
や
〈
神
彩
〉
を
享
受

す
る
美
的
行
為
で
あ
り
、
主
体
的
で
あ
ろ
う
と
受
け
身
で
あ
ろ
う
と
、
大
切
な

の
は
直
観
的
に
、正
直
に
「
観
る
」
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
芸
術
鑑
賞
は
、

作
品
が
も
つ
好
醜
（
美
醜
）
や
「
ど
の
よ
う
な
美
し
さ
が
あ
る
か
」
を
素
直
に

享
受
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
か
な
る
モ
ノ
に
も
外
面
上
、

美
も
醜
も
あ
る
。
遠
く
、
近
く
、
正
面
、
背
面
、
左
右
、
上
下
、
斜
め
、
部
分
、

全
体
か
ら
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
眺
め
、
味
わ
い
、
そ
し
て
感
じ
る
こ
と
、

そ
れ
が
「
美
的
享
受
」
で
あ
る
。
字
形
・
形
質
を
構
成
す
る
線
質
・
造
形
・
構

成
な
ど
の
形
式
美
＝
〈
形
質
〉
か
ら
、
作
品
と
作
者
の
内
容
美
＝
〈
神
彩
〉
を

享
受
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
感
じ
と
っ
た
審
美
感
を
解
釈
し
、
最
後
に
価

値
判
断
（
評
価
）
を
下
す
こ
と
、
こ
れ
が
芸
術
の
鑑
賞
法
で
あ
ろ
う
。
好
き
嫌

い
で
見
て
は
鑑
賞
に
な
ら
な
い
。

　

美
学
用
語
の
「
美
的
享
受
」
は
、「
芸
術
や
自
然
の
対
象
、
内
的
表
象
や
肉

体
的
な
状
態
、
運
動
、
行
為
に
つ
い
て
の
美
的
（
感
性
的
）
知
覚
と
直
接
的
な

か
た
ち
で
む
す
び
つ
い
て
い
る
よ
う
な
種
類
の
快
で
あ
る（
４
）。」

と
解
さ
れ
る
。

こ
こ
に
い
う
「
快
」
は
、
今
道
友
信
の
い
う
「
美
と
い
う
価
値
」
の
第
二
レ
ベ

ル
に
あ
た
ろ
う
。
今
道
は
美
の
価
値
体
系
と
し
て
、
適
・
不
適
の
レ
ベ
ル
、
快
・

不
快
の
レ
ベ
ル
、
正
義
の
レ
ベ
ル
、
善
の
レ
ベ
ル
、
美
の
レ
ベ
ル
と
い
う
序
列

を
提
示
し
、「
い
わ
ば
快
・
不
快
と
い
う
心
理
の
次
元
で
求
め
ら
れ
た
価
値
の

実
現
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い（
５
）」、「
こ
の
問
題
領
域
（
正
義
の
レ
ベ
ル
）
に
お
い

て
は
、
先
程
の
快
・
不
快
の
主
観
性
と
は
異
な
っ
て
、
客
観
性
が
求
め
ら
れ
て

く
る
し
、
適
・
不
適
の
価
値
の
場
合
の
よ
う
に
、
量
的
に
測
定
で
き
る
も
の
で

は
な
い（
６
）」

と
指
摘
す
る
。
美
的
享
受
に
よ
っ
て
、
ま
ず
「
適
・
不
適
の
価
値
」、

つ
い
で
「
快
・
不
快
と
い
う
心
理
」
が
は
た
ら
く
の
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
中
、
自
粛
さ
せ
ら
れ
て
「
不
快
心
理
」
が
胸
中
に
わ
だ
か
ま
り
、

精
神
美
を
享
受
し
よ
う
と
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
れ
自
体
を
高
揚
さ
せ
難

い
日
々
が
続
く
。
文
字
通
り
「〈
神
〉
の
断
想
」
状
態
で
あ
る
。
康
寧
の
心
身

を
保
つ
た
め
に
は
、
古
典
臨
書
、
そ
れ
も
王
羲
之
の
中
和
美
が
最
適
で
あ
り
、

不
快
心
理
を
解
放
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
ぞ
臨
書
の
効
用
で
あ
ろ
う
。
な
か
で
も
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集
王
聖
教
序
に
臨
む
と
無
心
に
な
り
工
夫
（
コ
ン
フ
）
を
意
義
化
し
て
く
れ
る
。

技
の
習
得
の
た
め
で
は
な
く
精
神
安
定
の
た
め
の
臨
書
と
い
え
ば
良
い
か
。

　

高
村
光
太
郎
は
「
書
の
魅
力
は
実
は
意
味
と
造
型
と
の
こ
ん
ぐ
ら
か
り
に
あ

り（
７
）」

と
い
っ
た
。
造
型
（
造
形
性
）
と
意
味
（
文
字
性
）
が
複
雑
に
絡
み
あ
っ

て
い
る
の
が
書
の
魅
力
で
あ
る
と
。
か
く
あ
り
た
い
と
い
う
思
惟
活
動
（
上
記

第
三
の
「
神
」
の
意
味
）
で
書
を
書
く
の
は
実
に
楽
し
い
。

　

本
作
は
、
詩
聖
・
杜
甫
が
七
五
九
年
（
乾
元
二
年
）
秋
に
、
ホ
タ
ル
の
か
ぼ

そ
い
光
を
見
て
詠
ん
だ
五
言
律
詩
「
蛍
火
」
の
一
枚
書
き
で
あ
る
。
虫
や
生
物

を
題
材
に
し
た
「
詠
物
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
自
分
の
心
境
を
仮
託
す
る
詩

で
あ
り
、
こ
の
詩
も
杜
甫
が
ホ
タ
ル
を
自
己
の
境
遇
、
身
の
置
き
所
も
な
い
不

安
に
喩
え
て
い
る
こ
と
に
共
感
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
我
が
心
境
を
言
い
え
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
も
と
よ
り
書
物
に
向
か
う
意
味
で
あ
る
が
、「
臨
書
」

と
い
う
詩
句
に
も
惹
か
れ
た
の
で
選
句
し
た
。

　

幸
因
腐
草
出
、
敢
近
太
陽
飛
。
未
足
臨
書
巻
、
時
能
点
客
衣
。

　

随
風
隔
幔
小
、
帯
雨
傍
林
微
。
十
月
清
霜
重
、
飄
零
何
処
帰
。

　

ホ
タ
ル
と
い
う
虫
は
、
幸
い
に
も
腐
っ
た
草
に
生
命
を
与
え
ら
れ
て
出
て
く

る
も
の
だ
（
蛍
誕
生
伝
承
を
ふ
ま
え
る
）。
自
分
で
光
る
の
で
太
陽
を
め
が
け

て
飛
ぶ
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
昔
は
ホ
タ
ル
の
光
で
読
書
し
た
人
、
東
晋
の
大
学

者
・
車
胤
が
い
た
と
い
う
が
、
実
際
に
そ
の
光
で
書
物
に
向
か
う
の
は
十
分
で

は
な
い
さ
。
し
か
し
時
々
旅
人
の
着
物
に
止
ま
っ
て
飾
る
ぐ
ら
い
は
で
き
る
。

ま
た
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
す
だ
れ
の
向
こ
う
で
小
さ
く
光
っ
た
り
、
雨
に
打

た
れ
な
が
ら
微
か
に
点
滅
し
て
飛
ん
だ
り
す
る
。（
い
か
に
も
儚
げ
な
姿
だ
。）

冬
十
月
と
も
な
れ
ば
、
清
ら
か
で
冷
た
い
霜
が
ず
っ
し
り
と
重
く
、
そ
う
な
る

と
ホ
タ
ル
は
落
ち
ぶ
れ
て
さ
ま
よ
い
、
い
っ
た
い
何
処
へ
行
っ
て
し
ま
う
の
だ

ろ
う
か
。（
ど
こ
へ
と
も
な
く
消
え
ゆ
く
ホ
タ
ル
の
運
命
に
、
明
ら
か
に
杜
甫

自
身
の
境
遇
を
ダ
ブ
ら
せ
て
い
る（
８
）。）

　

半
紙
臨
書
没
頭
中
、
ふ
と
胸
懐
を
散
出
し
た
く
な
り
、
筆
は
四
十
年
前
に
承

徳
（
河
北
省
）
の
避
暑
山
荘
で
求
め
た
北
尾
狼
毫
（
威
龍
筆
業
製
）
に
持
ち
替

え
、
紙
は
紅
星
牌
単
宣
（
二
尺
×
八
尺
）
を
展
げ
、
墨
は
書
鑑
（
墨
運
堂
平
成

四
年
製
）
を
磨
り
足
し
、
こ
み
あ
げ
る
情
感
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
手
に

任
せ
て
淡
々
と
書
き
あ
げ
た
。結
果
と
し
て
陳
腐
な
自
己
満
足
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
が
断
裂
状
態
に
あ
る
時
に
、
せ
め
て
生
き
て
い
る
証
と

し
て
、
自
身
の
〈
神
〉
を
表
現
し
よ
う
と
試
み
た
一
作
と
い
う
こ
と
だ
け
は
留

め
て
お
き
た
い
。

（
１
）�

序
章
「
書
の
解
放
」〈
一
九
五
一
年
〉。
海
上
雅
臣
編
『
書
の
解
放
と
は

井
上
有
一
全
文
集
』
芸
術
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
、
二
七
頁
所
収
。

（
２
）�

成
復
旺
主
編
『
中
国
美
学
範
疇
辞
典
』
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
蔡
鍾

翔
「
神
彩
」、
一
〇
九
頁
。

（
３
）
同
前
注
、
蔡
鍾
翔
「
神
」、
一
〇
八
頁
。
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（
４
）�

Ｗ
・
ヘ
ン
ク
マ
ン
／
Ｋ
・
ロ
ッ
タ
ー
編
『
美
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』
勁
草

書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
二
三
二
頁
。

（
５
）�
今
道
友
信
著
『
美
に
つ
い
て
』
講
談
社
現
代
新
書
、
昭
和
四
八
年
、

二
三
〇
頁
。

（
６
）�

同
前
注
。

（
７
）�「
書
の
深
淵
」〈
昭
和
二
八
年
〉。筑
摩
書
房『
高
村
光
太
郎
全
集
』第
五
巻
、

一
九
七
六
年
所
収
。

（
８
）�

宇
野
直
人
・
江
原
正
士
著
『
杜
甫 

偉
大
な
る
憂
鬱
』
平
凡
社
、

二
〇
〇
九
年
、
二
六
六
〜
二
六
九
頁
。
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幸
因
腐
草
出
、敢
近
太
陽
飛
。

未
足
臨
書
巻
、時
能
点
客
衣
。

随
風
隔
幔
小
、帯
雨
傍
林
微
。

十
月
清
霜
重
、飄
零
何
処
帰
。
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